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ひとこと

　生命が芽生え成長していく時期は動物も植物も生

気に溢れている。しかし人間の社会では、さまざま

な障壁によって子どもたちの元気が失われている。

それでも一世代前の日本人の生活においては、家庭

では質素な食べ物を分け合って食べ、都市でも農村

でも家の外で遊びまわる子どもの声が響き渡ってい

た。現在の子どもたちは、豊かな自然環境に囲まれ 編集委日長　松村祥子

ていてもいなくても、屋内でのゲームに夢中であり、地域の大人たちとの交流も

極端に少なくなっている。

　現代生活において、子どもが老成していることと、大人が未熟であることは表

裏一体の現象のように思われる。子ども時代に子どもらしい自由で創造的な遊び

を経験しなかった者は、大人になっても他の人への配慮や社会的にバランスのと

れた行動ができないまま生理的年齢だけを重ねる傾向があるようだ。

　最近の子どもと大人のあり方に違和感を募らせている私にとって、明治生まれ

の河井酔茗の「ゆずり葉」は印象的な詩である。

「子どもたちよ、　これはゆずり葉の木です。

　このゆずり葉は　新しい葉ができると入り代わって

　古い葉が落ちてしまうのでず。（中略）

世のお父さん、お母さんたちは　何一つ持ってゆかない。

みんなお前たちにゆずってゆくために

いのちあるもの、よいもの、美しいものを、

一生懸命に造っています。（後略）」

　いきいきとした子ども期に必要なことは、第一に自然にふれること、第二に仲

間で遊ぶこと、第三にさまざまな大人と交流することであろう。今、方向を見失

っている大人たちは、子どもたちのために本当に必要なことに気づき、知恵を集

めて譲るに値する生活空間と人間関係を造らなければならない。子どもの教育も

児童福祉も譲り合い育て合う土壌の中でしか有効に機能しないであろう。

［　1rヒltド　a）り己ドi’1．と1リニd“k
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子どものいのちが輝くとき

　　　　　　子どもが

生壼ること⑳意味
東京家政大学家政学部児童学科教授

肪
博
耐武籔あ

網

1．生きることへのひたむきなエネルギー

　f’どもが最も子どもらしい表情や仕・Ti・、姿を示して

いるのは、どのようなときでしょうか．．．挙者は、i一ど

もが幸福に満ち足りた表情、ヒ機嫌溢れる姿こそが、

その最たるものだと、実感しているひとりです。とり

わけ幼児期、学敬期にそれは顕著に見られます．，激し

く感情を乱したり、k泣きすることがあっても、いつ

までもそれが続くことはなく、うまく支え、見守って

くれる人がいると、すぐ’に上機嫌になり、好奇心川盛

に自分を取り巻く環境に積極的に向かっていきます。

特にあることに注意を向け、夢r11になり、ξ㌧［心してい

るときの、やや「1元が開き加減で、目の表情がきらき

らと輝き、身体全体に活気が見られる姿は、∫・どもが

生きるトTt：びと意欲を如実にあらわしている典型的な姿

といえます

　’ド安ll寺代末期に後白河法1汕こよって編まれた歌謡集

「梁嚥秘抄」のilit：、今もなおよく引用される次の歌

があります、　tt

　l’遊びをせんとやノヒまれけむ、

　　戯れせんとや生まれけん、

　　遊ぶ子供の声きけば、

　　我が身さえこそ動（ゆる〕がるれ』

　この歌にはいくつかの解釈があります。今llと述っ

て、近年までは乳幼児死亡率が極めて高く、あっけな

く命を奪われることも多かった幼い子どもを見ると

き、いつまで生き続けることができるのかという思い

で、このように梢・杯生きることに精魂を傾けている

幼な了・たちを哀感とともに心動かされる思いで唱った

のだ、という解釈もiClif能ではないでしょう。「Lつ

までは神のうち」「Lつ前は神の子」という諺も、こ

のような思いをよぎらせるものです．　・方、．r・どもの

生きることの体現の象徴として、夢中で率II【1：に遊びさ

んざめく1亜肘は、他のllJ期には見られない特色を持っ

たものです、，このことへの感動を込めた歌として、解

釈することができます。

　ヒトとして生まれ、人川として育とうとするr一ども

ひとり　一人の限りなく問断なく続く、あの率直で果敢

な生きることへの欲求の真剣さ、1kきることにエネル

ギーを注ぐひたむきさにふれるとき、我々は時に感動

し、心ゆさぶられ、生きることへの価値と生きること

への感謝を深く覚えることがあります。それは、我々

がf’どもを通して人間の雌厳、生命の尊厳を教えられ

る瞬間でもあります，．その欲求の真剣さ、エネルギー

を注ぐひたむきな姿はさまざまに態様を変えつつ、し

かし基本的には生涯にわたって続けられるものです、．

子どものもつその真撃な欲求やエネルギーこそが、成

人や高齢者の免疫力、川きる意欲を高めることにも深

くつながっていると実感するのも事実です．，このよう

な生きることへの積極的なエネルギーは、どのように

育まれていくのでしょうか。以ドに二つの側面から私

川：界のJU．，LPi：と母性　2



見を述べたいと思います

2．いのちを輝かせる三つの安全基地

（1）安全基地の形成

　　・つは、親や年長者がr・どもとかかわる際の、心氾

かな相∬∫1作川が及ほす影響です　W者は、長fトにわた

りr・どもの発達と福祉の分野でさまざまにかかわって

きましたが、その川倫と実践を通して、取要視してい

るr・どもの発達のフ．．ロセスがあります．．それはまさに、

ひとり　・人の∫’どもがこの111：に誕生し、内包している

個性とtl∫能’W三を発抑し、そのいのちを全うしようとす

る恭本にかかわるプロセス、つまり1つの安全」1‘地の

形成です、．

　私たちは悠久の時代をかけて、育てる営み、育てら

れ、育つ併みを繰り．返してきました　その力は、人川

の生涯を辿じて、特にr・どもという吋期に最も・］t要な

安全の欲求が満たされていく体験を経て育まれていき

ます　入間が適切に安全の欲求が満たされていくと、

心に安全基地が形成されていきます．，その状地は物理

的なものではなく、人問そのものです．．この安全ノ，1ミ地

が形成されていくには、　・10の段階を必要とすると考

えています．．第・の安くVk地の形成は、　J．ボウルビー

が川論化し今1「それが実証されつつある愛着（アタッ

チメン1川0）形成そのものといえます．その基地は、

特定の人つまり愛着の対’象そのものであり、多くの場

介はfり：親など中核的な養育者です　その人は、jtども

に最も感受性豊かに応答的にかかわってくれる人であ

り、保護し守ってく才していると深々と実感できる人で

す，．この安全几地が存在することによってrlらがこの

lll：に生まれてきた汗び、・kl，　tt，’1感を感じとり、安心して

白らの生きるエネルギーを育んでいくことができま

す．．そして、人問に対’する基本的信頼と愛の感情を育

てていくことができます．第・の安全基地は、おおむ

ね乳児川から幼児II［朗の頃までに形成されていき、そ

［‖■集l　l’・どものいのち力靖軍くとき

れは第：の安全基地形成の／｛ti∫欠な要件となります．

　第㌦の安全戊1寒地は、r・どもか育つ環境の11iでかかわ

”」ているある特定の人であり、その人は∫・どもを本質

的に肖定し、受容してくれていると深々と実感できる

人です　i・ども自身だれもが必ず内包している発達の

Ir］’能’性、個性、　rい㌧1性を心から信頼し見守り、育んで

くれる入です　その人は必ずしも親に限らず、むしろ

育てることよりも∫・ど．も「1」才が1批かに’ヒき、育つこと

を率直に受け1トめ椥∬してくれる人です．この特定の

人は、複数の場合も多く、身内のあの人や近所のあの

人であ’）たり、保育者や担任の教師であったりします．

この安全基地が形成されることによって、白らに確信

をもち、自分を人1‖1としてfllljfleiがあるという実感をも

つことができ、白己W能感、自尊の感情を育んでいき

ます．第1の安全」1馳はおおむね幼児朋から煎成され、

遅くとも思☆川に至る前に形成されていき、それは第

　三の安全基地形成のnCiT］’欠な要件となります．

　このようなプロ七スは、「1らがよく生きることへの

実体験を積極的に促し、r1分以外の人もまたよく生き

ることをIll’定的、積極的に受け11：めようとする心を育

んでいきます、それが第るの安全基地形成に深く粘び

つくと考えられます　第三の安全基地、それはまさに

日分自身です旨このIH：でただひとりの私、他の人々と

の共存性のなかでイfイ【：している私という存在意魂や存

在価値を［1らに！Llいだすとき、安全基地を白らに川帰

していくことが川来ます、唯・無：の私というアイデ

ンティティ、そして同じようにtUl　H’も皆そのような意

義を持っていると認識し、人川として共に生きている

私というアイデンティティが確かなものとして育まれ

ていきます

　これらの基地形成に欠かすことができない人間相ぴ

の心豊かなイ：ll∬「：作川の経験は、親や私たち成人が∫・ど

もとの絆を高めることによって、促進しているように

思えます．成人が、このような安全基地をr・どもに形

3　111：界∀）YE‘WとN，・i．生



「騎…集ユ　r一どものいのちが輝くとき

成させているというよりも、’r・どもの魅力と能力が私

たちを必然的に基地形成に寄勺・させるような態度や行

動を促している側而があることを見逃してはなりませ

ん。r・どもがよりよく生きようとするエネルギーは、

とりわけ人生の初期に遺伝的に組み込まれているとさ

え思われる大人を引き込む魅力、能力としても注がれ

ています　親や大人は、r一どもの魅力や能力に感受性

を高められ、．r・どもへの愛しさ、人問への愛しさを織

り交ぜた態度や行動に導かれているかのようにさえ見

えるときがあります。r一どもは、時に大人以k．に人生

の教師であり、f’どもが意図せざる中で人聞のいのち

の深さと尊さを教えてくれています。そしてそのエネ

ルギーを吸収することにより、私たち大人は、さまざ

まな場加で気がつかないうちに、生きる力を高めてい

るといえるでしょう、．

（2）基地形成のつまずき

　育つ力、育てる力、そして生きる力を育んでいくこ

とは、誰にとってもそれほど容易なことではありませ

ん，，自然環境、1k物的環境、心理・祉会的環境は幾多

の試練を私たちに，J・えます、，しかしどのような状況に

あっても、　りの安全基地形成の根幹をなす両者の心

睦かな相互作用の経験は、他者からの愛や信頼と見守

り、他者への愛や共感と見守りの感¶1…、人間性を育み、

！kきることへの積極的エネルギーを醸成してくれるよ

うに思います。

　筆者は、嘗てユ980年代後’］「tから90年代にかけてベ

タニヤホーム施設長の長吐すめる先生や故福ll【垂穂先

生らとともに資生堂社会福祉｜i‘業財団の全面的支援の

もと、先駆的な了・育てワークショップの実践に長年に

わたり加わった経験があります．，その当時はまだ、近

年ほど児．籾、S待が注nされ、対応がすすんでいなかっ

た時期でしたが、このワークショップでは、既にその

頃から如何に杜会が親とともに子育てに関わり、子育

IIU　za1の児戒と母性　4

てを支援していくことが必要であるかを理解・認識

し、それをどのように実践するかを学ぶことを大切に

していました。その中で、今も印象に残っているある

年のワークショップの光景があります、，1枚の乳児の

大写しの写真を示し、この子をどのように受け1トめる

かという課題です。そのr・の川元はゆるやかに開くこ

となく固くしっかりと結ばれ、i．1はきらきらと輝くこ

となく緊張を帯びて見据えるようにIll面をllllいていま

す，、まるで小さな小さな哲学者のようです。随分賢そ

うだと受け1L：める人もいますt．しかしさまざまな子ど

もたちにふれたことのある入から見ると、おそらく、

『オヤ、こんなにまだ小さいのに、こうした表情が見

られるのは、何かが違う・一・』と思われる写．真です、，

　実はその子どもは、生後数か月頃から親の虐待を経

験していたのです、．やがてそれがわかり、児童相1淡所

が保護者からr・どもを引きとり、乳児院に養育を委託

したfでした、．その表情は、人生の初期における身休

的虐待、心理的虐待の傷を背‘1い、人間への信頼感を

獲得できぬまま、心を閉ざし、激しい不信感、そして

人間への抗議を込めた主張をあらわしているとさえい

えるのです。しかしこのようなr一どもであっても、で

きるだけ早い時期に第・の安全基地となる人や環境と

かかわる中で、やがて徐々に徐々に人間への信頼と愛

を回復し、ふと気がつくと、子どもらしさ溢れる笑み

を満而に浮かべることが多くなり、さらには快活な表

情を浮かべ、他の子どもたちと夢中で遊び回ることが

可能になり、次なる安全基地を形成し、生きることへ

の意欲とエネルギーが自然に滲み川てくるのです．、

3．授かった命

　次に、生きることへの欲求やそれに基づくエネルギ

ーが育まれる背景を、人問としての営みをも越えたも

う少し広い視野からとらえてみたいと思います。r一ど

もたちから学びとることの川来るあの間断なく続く率



直で果敢な、真剣に生きようとする姿をみるとき、私

たちがこの社会で生み育てているf一どもという認識を

越えさせる何かがあるように思わせるものがありま

す。

　いのちが輝く姿、それは人の生命に限りません．，生

きとし川けるものすべてが本来的にそのいのちが輝く

目∫能性を秘めています　例えば、私自身がr・どもの頃

から過去幾たびも興味深く見続けてきた‘痴：宗竹の姿

は、それを強く実感させるものがありました，そのタ

ケノコが次々とヒの11iから顔を出し始め、1｜・Mと身

の丈をf申ばしていく姿です、，”雨後のタケノコt一とい

うば菓があります。雨がなくとも、若いタケノコは｜lr

能な限りの水分を吸い込んでいますので、そのみずみ

ずしさは輝くばかりです．．しかし、雨のあとには、た

っぷりと受け取った水の忠みに感謝』するように、何1『

センチも、ILbL．には一liで1メートル程も・気に背丈を

伸ばしていきます，，まだつやのある皮殻からは、まさ

にく水もしたたる〉という1操にふさわしい様」㌘で、

ポタポタと水滴がこぽれるほどです．、そして、人の背

丈をはるかに超えて、ノミへ天へと突きすすんでいく姿

は、fl｜∫度みても飽きることがありません　やがていつ

の間にか・人前風情で、親竹、きょうだい竹とともに

家族の・貝のように竹林におさまっていきます．，その

あとに竹家族に川じる異変もまた、生きるエネルギー

の循環の激しさを教えてくれます。親竹、きょうだい

竹の葉の色が黄ばみはじめ、すっかり衰えたように、

数え切れないほどの黄色い葉が枯れ落ちていきます、

それはJl以トも続き、やがて多くの木々が深く濃い

緑を帯びる頃、竹家族全nが、新しいいのちをその新

鮮な緑を収り返した姿で装い、目々風になびきながら、

私たち人問の慌ただしい小活を山所から見続ける情景

が戻ってきます．．．

　さらに、もう少し視野を広げてみます．．最近、十者

は久しぶりに東京を離れ、晴れ渡った寒い夜空にきら

［特双］　r・どものいのちカ｛Utllく　とき

めく満天の星を眺める機会をもちました，∫・どもの頃

から見続けたこの．光景、非常に深く思うことは、私た

ちがこの宇1irとの・体感で生かされているというただ

ならぬ実感です．、

　占くから、r一どもは’L授かる”ものという受けIEめ

方があります。“生む”のではなく”授かる”という

深い意味を考えてみたいと思います．それは、今ここ

に生命を’j・えられている私たち、歴史的に何らかの必

然性をもってここに存在しているとrl覚することので

きる私たちと、マクロからミクロに至る肚り知れない

広大な’1’：宙の全体性との1翅辿性です．’j’：1iiのエネルギ

ー （それは11iくから東洋では“道”“梢”tt気”などと

ll乎ばれてきたもψ）です）が、生々流転、森羅万象とも

表現される現象として連なり、いまここに進化と呼ば

れる過程を経て、W機体、生命体としてのエネルギー

に転化した・つの生減、去来の述続’性として、私たち

が授かっているいのち．．したがって、私たちがもつ生

きることへのエネルギーは、特別に進化したと誇らし

げに語る人問をはるかに超えた営みとしてあまりにも

爪い意昧を持っているように思います．．．私たちのいの

ちに刻み込まれているこの述続性は、（いのち〉への

畏敬、〈いのち〉へθ）価値的な指向として、人問の心

に、生命のll8厳とも称することのできる特別の思いを

もたらしています、、

　人間がよりよく育ち、よりよく生きるとき、先にふ

れた第・：の安全基地の形成が、まさに白らに1‘‘1帰して

いく過程となることは、このことと深く結びいていま

す．．それを、スピリチュアリティという概念でとらえ

ることができます、．とりわけ∫・どもの姿に見いだすこ

とのできるこの溌刺としたくいのち）の姿にふれると

き、そのいのちの輝きをレ）かりと育んでいく営みは、

まさにスピリチコ．アルな健康、スピリチュアルな発

達・成長そのものであるように思います、．

5　11ヒ界の児1†［と母1生
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　川ll白らは、スピリチュアリティ概念に関する質r力調

査を試みています，、その内容として人問関係（親切

利己的でないこと、受容すること、許すこと）、生き

ていくlzでの規範（生きていく上での規範、信念や儀

礼を行う自川、信仰）、超越性（希望　楽観．i三義、畏敬

の念、内的な強さ、人生を自分でコントロールする、

心の平穏・安寧・1手［1、人生の意味、絶対的存在との連

帯感、何か（ex．神）がn分の人生をコントロールす

る、諦念・愛薪、死と死にゆくこと、無償の愛）、特

定の宗教を持つことの、4領域、18　9iUlをあげていま

すUMIIitF．※弥子・松ll．1．III巳・中根允文2001「スピリチ

ュアリティに関する質的調脊の試み　健康および

QOL概念のからみの中で」「1本医事新報No、4036

P．24～32｝。rどもがこの世に誕生し生きていること

の意味、私たちがこの．111：に生きていることの意味は、

ひとり　・人がこのような内容を深く受けとめることに

到達することにあるのではないでしょうか。いのちの

輝きは、生きていることの実感、生きていることの価

値を引きNlす心情の叩（こ見いだされるものです、、〈い

のち〉は操作するものではなく、また言葉のみで「い

のちを大切にしなさい」「人を殺めてはいけない」「入

を危めてはいけない」等々と．．1三張するだけでは、如何

に虚しいかを私たちは繰り返し経験しています。いの

ちは授かるものと受けとめる人間の叡智が必要なので

はないでしょうか。

キーワード：スピリチュアリティ

　この概念はL高度の精神性や人格性L霊性を含み、わが

国では霊的存在、超越性、神秘性を伴った理解がなされるこ

とが多いのですがL本来的な意義からいうと、宇宙との違続

性を意識した人間の健康や生命に深く関わる重要な概念で

す。

　この概念は、すでに約半世紀前の1959年に国際連合が

採択した児童の権利に関する宣言第2条、そして1989年

に採択した児面の権利に関する条約第27条に、spirituel

devebpmentとして用いられていました。日本政府訳はい

ずれも「精神的に…成長」、「精神的な…発達」と、精神的

という言葉を用いTいますが、日本語としては非常に表現し

にくい言葉です。20世紀宋に、WHOが健康の概念を変更

し、この概念を含む試みがあDましたが、正式にはまだ変更

されていません。

1止界の児［世と母†生　6



窟園子どものいのちが輝くとき

総論

輝きたがつでいる

　　　　　　　　　　なかむらけいこ
J・輸醐獅徽　中村桂子

1）はじめに

　“了・どものいのちが輝くとぎ’というテーマを見て

心がはずむ。しかし一・方で、r一どものいのちが輝かな

いときなんてあるのだろうかと思う。もし、本当にも

し、子どものいのちが輝いていない時があるとしたら、

それは大人が“いのちt／という言葉を使いながらいの

ちにまったく眼を向けていないとしか考えられない、

実は、今がそうなのではないか、、このテーマの設定の

陰にはそんな疑いがあるように見えるc，確かに、毎日

のように一いのち”という「7葉は聞かれるけれど、1時

には“生命尊．敢”というみごとな言葉も聞かれるけれ

ど、ただll先で言っている人がなんと多いことかと思

う。そんな中でも、r一どもたちは元気に生きる力を発

揮し、幸い私は、11常はすてきな子どもたちとつき合

い、楽しい時間を持てているのはありがたいことだ。

　いのちの輝きと言う言葉は抽象的だが、すてきな子

どもと・緒にいる間にこの子はいのち輝いているなと

わかるものさしを探し出すことができたので、最初に

それをあげておこう。

　Cl）とってもすてきな笑顔

　（ii）すばらしく豊かな表現力

　（iii）さまざまなもの、さまざまな人との積極的な

　　　関わり

である。本来子どもが持っているこの能力は、どのよ

うな状況に置かれた時に思う存分発揮されるのか、逆

に、それが見られないのはどんな時かを見ていこう。

2）いのちの輝きは本来的なもの

　私il］IFを述べることをお許しいただきたい。一・咋年、

長男のところに女の子が誕生、孫という存在を初めて

観察することになった。誕生後数週間、終n眠ってい

るように見える時期である。息子がベビーバスの中で

入浴させているのを脇で見物していて驚いた。生れて

問もない子どもが、これ以上の幸せはありません、な

んていい気持なんでしょうという表情をしていたの

だ、こちらも一緒に幸せになるような表情を。　IAの

y一どもの時には、まったくそんなことには気づかなか

った、、お風呂に入れる時には、耳に水が人らないか、

落としたら大変だと緊張し、顔をゆっくり見る1暇など

なかったのだと思う。なんと豊かな表現力を持ってい

るものかと人間のすばらしさに感激した。言葉など要

らないc，生きていることそのものの中にこれだけの表

現が入っているのだ。これぞ輝きである，、以来、我が

家ではお風呂に人るとき’‘ゴクラク、ゴクラグと言

うのが流行している。大人はゆったりとお風呂に人る

・Pせを言葉でなんとか表現しようと1告労するわけであ

る。

　笑顔もまた人間が本来持っているものである、J週末

に我が家を訪れ、最初はまず誰かなと確かめる表情を

する、しかしすぐにニコッとしてみせるのである。何

7　世界の1　！i・rtlと母性



［特集］　r・どものいのちが輝くとき

を考えているのだろう．、どう判断したのだろう、，こち

らはあれこれ考える，，’・li－：jS、脳の叩で何かが起きてい

るのだろうけれど、そんなことはどうでもよい，、とに

かく、大事なのは笑顔。本人が気分がよくなければ笑

わないだろうが、ただそれだけではない、人との関わ

りを感じているからこそ笑っているに迫いない、・

　小さな’∬だが、これらを確かな実感として受け1Lめ

るにはこちらにも余裕が必要で、　ヨ1｜：代が関わり介え

るという人間の特徴は大いに生かさなければならない

とつくづく感じている。親∫・のつながりは他の生きも

のにも見られるが、　ヨ1ヒ代（最近は寿命が延びたので、

四］［Ht、時には1【：［ll’代もある）のよさを生かせるのは

人間だけなのだから「ここに生きものとしての継承と

文化としての継承がlfi：なり、本当のいのちの輝きを輝

きとして受け1トめ、それをiu：代からlll：代へとつないで

行く気持が生れるのだと思う。これは必ずしもlf｜Lのつ

ながりを必要とせず地域でのつながりでもよいはずだ

が、現代社会はそれを壊してきた。新しい形で世代の

つながりを作っていくことが大切と実感している、，

3）いのちの輝きを失わせるもの

　世代のつながりを壊してきた社会は、近年それが抱

える問題を顕在化させてきている。今年の年賀状には

「地球環境問題」と「人心の荒廃」に触れたものが多

かった．、湿もがこの．二つに悩み、解決しようとH々努

めている・ただ、多くの人は問題の本質を捉えそこね

ているように思う、たとえば、前者については温暖化

対’策として省エネルギー技術の開発がなされたり、後

者については、道徳教育の強化の動きがある、これら

が無意昧とはばわないが、実は1つの根は共通であり、

それに気づかなければどんな制度を考え川しても、お

金を使っても、rJCは解決しないだろう、，その根は、便

利さを求め、金銭上の富が人の伽値を決めるかのよう

な佃った価値観である”t｜∫場原理に任せた節度のない

11ij界a）1巳ドi’ζと母　蹴　8

競争の中でお金をr・にした人が勝ち組とされ、何でも

手に人る便利な生活のできる人が憧れの対象となる，，

その結果、i［1：代問どころか人との触れ合いそのものが

消え、困っている人や悩んでいる人がいることに思い

を馳せる優しさが失われる，、人間にとって最も大切な

能力である想像力に欠けるのである。つまり、過度な

利便性追及と競争、お金第・の社会は“牛きる一tとい

う過程を潰し、いのちの輝きを失わせるのである。

4）生きているということ

　この‘’生きるttという過程を大切にしない仙i値観を

変えなければ、どれだけUでいのちの大切さをll昌えて

もいのちは輝かない．求められるのは、価仙観の変換

である、．具体的には「お金といのちはどちらが大切で

すか」という問いに対して、はっきり「いのち」と答

えられる価値観をもつ社会にすることである。すでに

L！［：いたように、川先で“いのちが人切”と言ってもダ

メなのだ。イド聞のr1殺者が3万人を超えたのは、市場

原理が大千を振って社会を席捲しllftめた時と屯なって

いる，，社会として、明らかにお金の方を・n視している

のだ。価値観を変えるのは難しい　多くの人がそう考

えているようだ．、しかし今はそんなことを言っている

時ではないし、歴史を見ても、仙値観が変った11寺はい

くらもある。仙値観は変えられないという思い込みは

1トめて、お金からいのちへと爪みを移そうと1呼びかけ

たい，，それにはどうしたらよいか、．　一つの提案は、い

のちという拙象概念で考えるのでなく、生きていると

いう現象、懸命に生きている川きものをよく見て、生

きものの特徴を知るという方法だ．、

　すると、そこで最も大切なものとして見えてくるの

が、「時間」と「関係」である。r一どもの誕生までに、

いわゆる1’）JトM、28011を必要とする，、ここで＊A　f・

の関係が生れ、r・どもと共に親も育っていくのである。

誕生後も1歳、2歳と時を刻んでいく、現代杜会の価
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生命誌の提唱者．tl‘付杖r－IJT牛命誌研究館館艮｝が

・つひとつの小きものがもつ歴史性と多様な生きもの

の関係を示す新しい夫現法として考案した図
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■提供：JT生命誌研究館

値である便利さは、できるだけいく、しかもr・を抜き、

思い」山りにできることを求めている、．これをr・どもに

あてはめ、隣のr一どもよりLll・く育って欲しいと願って

も1歳のr一どもが急に5歳にはならない．それだけで

はない一歳は1歳としての意味、2歳は2歳としての

意llイミが存在するのであって、それが次の段階への発展

のノrじ礎となる．．．それを、特定の学校（今では幼稚園｝

への人学∂）準備期問としてだけ考え、しかも試験のた

めの限られた知識の修得のみに使ってしまったら、バ

ランスのとれた人格にはなり得ない、　／tそれぞれの年齢

での時間をていねいに過すことが生きることなのであ

る・しかもその時間は、ただ・人で過すことはなく、

周囲の人、生きもの、物などあらゆるものとの「関係」

の1［1にある，，「関係」こそ川きる基本というあたりま

えの感覚が身についていないのではないかと気になる

例に最近よく川会う、．たとえば電｝トの東り降りである．．

降りる駅が近づいたら、それとなく1，馴用にわかるよう

にし、できることならllU　1近くに移動しておくことが

望まれる、、駅に着いたら、もちろんできるだけ㍉［く降

りることだtt．，II：くと長々となるが、心の動きとしては

9　illr界の児ritと母’性



「特集］　f’どものいのちが輝くとき

数秒閲のことであり、皆が気持よくいられるようにし

ようという気持があれば自ずと体が動くものだ、それ

ができない人がふえている、t電1ドが止まってから奥の

方から人を押しのけてiliて来る人、人りllで頑張って

降りる人に譲らない人，毎日それがくり返されている、、

現代社会が「時Bll」と「関係」を大切にする生き方を

口していないことの▲』体的な表れである。これでいの

ちが輝くはずはない、では時川と関係を大切にする生

活とはどのようなものか、実例をあげて考えたいのだ

が、その前に、ll寺川と関係について、少していねいに

見ておきたいtt

5）生命誌の視点

　そこで基本となるのが私の専凹である「生命誌」で

ある（図D、．輝きを見たいなら、‘’いθ）ちt／とllで唱え

るのでなく1kきているものをよく見ようと言った、日

常のlliでイヌと散歩したり、ネコの頭を撫でたりして、

相手のなにげない動作に心が安まるという体験が大’∬

なのであるc、時には庭や公園でアリやタンポポを見て、

ふしぎを探してみるのもよいeそれをより広く、より

深く知りたいと考えて調べていくのが生命誌である。

生きもの全体を見渡すとそこに見えてくるのは、驚く

ほど多様な生きものたちである、・1・1いH本は四季に恵

まれ、多様な生きものがいるt・近年注llされている熱

帯雨林は．更に多様な生物たちを育んでおり、地球lr．に

は5000万種もの生きものが暮らしていると．1「われて

いる。その・つ・つが、それぞれの特徴を生かして思

いきり生きているのが生物界である。しかも、その中

には他の生きものとまったく無関係に生きているもの

は一・つもない．基本は食べたり食べられたり／tしかも

この関係は決して・方的ではない，最近なされた人腸

菌と粘菌という1つの微生物をガラス容器に人れた実

験が興Ui未深い。大腸菌は粘菌の餌であり、ある時間た

つと粘菌が大腸菌を食べつくしたように見える。そう

llヒ界の）巳　tr／／と母ヤ1：　10

なったら粘菌も死ぬしかない．，ところが、両方が消え

たかと見える容器の中に小さなネバネバした新しい塊

がIIIて来るのである。調べてみると、そこには粘菌と

大腸菌が混在しており、以後その関係が続く。つまり、

小さなガラス容器の中で、二つの生きものは共に生き

る方法を生み川したのである。それぞれが懸命に生き

ようとするとその先には死しかない…そんな中で、共

に生きる方法が生れてくる、それが生きものの姿なの

だ，まずは・つ・つが懸命に生きている、ここが生き

ものを見る時に大切なところである。自然1のあちこ

ちで、さまざまな生きものがこのようにして関係をも

ちながら生きており、全体としては複雑な網目を作っ

ている。人間も生きものの・つ、この網Uの中にいる

のであり、関係の中にあるのだ。

　ところで、このような関係ができるには、長い1時間

を必要としたv生物学は、多様性を知るとlii川↓…に共通

性を探り、すべての生物は、DNA（ゲノム）を含む剰11

胞から成り、しかも・つの制11胞から1］15＆した仲間であ

ることを明らかにした。生命は38億年ほど前、海の

中で始まったとされる、、38億年、，気の遠くなるような

長い時問である。この問に、　・つ一つの個体がそれぞ

れの時間をさまざまな生きものとの関係の叩で生きた

わけである。個体が紡ぎ川すll洲1が爪なり屯なって生

きものの歴史、つまり生命誌を作ってきたのだ。もち

ろん私たちもその中で時間を紡いでいる“，つまり、時

問と関係を考える時、そこには折り畳まれた複雑な関

係がある、，私たち．’人・入の・生と身近な人たち、人

間の歴史とlll：界の人々、生命の歴史とすべての生きも

の、，この複雑さのll1の一つの結び1／1として私たちは存

在しているのである。

　この複雑さを∪う1卜1…、心の中で活発にはたらくのが

想像力である、，大，∬なのは想像力。いのちの輝きとは

想像力であると言っても過言ではない。これを潰す社

会をつくっていてはいけない。



i．特集］∫・どものいのちが輝くとき

6）輝いている子どもたち

　そこで、最初にあげた生きる］Jのものさしから見て、

すばらしいr・どもたちの’何列を・つ、　1つあげよう、．，

複雑さの中にある時間と関係を川解し、想像力をはた

らかせることは難しいと思われるかもしれないが、実

は簡litなのである、．　ltl然の中にあり、自然と向き合え

ぱよいのだ、ただしそれは、夏休みの・週間をlll荘や

海辺で過すとか、時々自然教室に参加するという類の

ものではない．、それも決して悪くはないけれど、今私

がつきhっているr一どもたちは、農業をしている．毎

日自然と向き介っているのである、，Hい夏に1’‘’・；取りを

したり、ヒと格闘したりと、決してきれいごとではす

まない向き合い方だ　しかも、収穫物という形での努

力の成果が川てくるのでいい加減は許されない　メロ

ンを作ってさぞ※II末しかろうと思ってかぶりついた

ら、近くの農家から買ったのに比べて11’1体が少なかっ

た．．tなぜだろう．．あんなにいっしょうけんめいやった

のに．農家のおじさんに教えてもらいに行くんだ．．来

年はきっとN’いのを作るぞ、．ちょっとくやしさをにじ

ませながら、すてきな笑顔で語ってくれたのは小学校

5年生だ、i

　洪水で床ヒ浸水に会った小学生たちは、悲しい思い

をしたが、同時に周1川の人の優しさに気づいたという．

白分たちも優しく生きたい，、そう考えて、生きものが

生き生き暮らすIHんほづくりを始めたのである　どじ

ょうやタガメがいる川んCSC，，，　・年川の川んぽでの生活

を語ってくれたr・どもたちが、あまりにもみごとな表

現をしたので、聞いた大人はびっくり、．どうしてそん

なに1つ」なのとの質問に、「だって1’1分で考えたこと

を話しているんですから」という答が返ってきた、t例

をあげていたらきりがない　：つのものさしの意昧が

わかっていただけただろうか，

　∫・どものいのちは輝きたがっている　思いきって輝

ける杜会をつくるのが人人の役liだ，

キーワード：JT生命誌研究館

　大阪府高槻市に1993年設立。英語名「Biohrstory

Research　Hall」の方が内容をよく表している。生きもの

を機械のように見て構造・機能を分析することで理解しよう

とするのでなく、38億年の歴史をもつ存在として理解する

研究を進めている。一方、研究の成果をいかに表現するかも

探求。誰もが”sきているこどについて考える場として作

られたもので、他に類がない。JR高槻駅より徒歩10分。

入館無料。httP：〃WWW．brh．CO．ip／

J
　

’

［
、
　
　

’　l　l　 ‘育　
I
Ly　fiJf　究 ff｜t

提供：JT生命誌研究館
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固園子どものいのちが輝くとき

子ど茜1⑳し、のちと、生きる多様性

　　　　　　　いのちを

遷ぱないことを違ぴ
　　　　　　　　　お　お　の　あ　き　こ

眺香医院産科医大野明子

出生前診断のこと

　「川生前診断．」というぼ葉は、お産に先Lγって、お

腹の赤ちゃんの様r・を知ることを意昧します，，けれど

も、現在、その，操は、もう少し狭い意昧で使われま

す。すなわち、ダウン症などの染色休異常やそのほか

の先天的な附害を持つ赤ちゃんを、妊娠中のf’i「・い時則

に診断する検査が、いわゆる「出生11i∫診断」です．人

1：妊娠li1絶がnr能なllJ期に）1じ常を発見し、｝卜絶を選択

するための検査であるとばい換えることもできます、、

　『r・どもを選ぱないことを選ぶ』レをL梓したのは、

2003年の初夏です／）ミ1］時「川ル前言参断」は「便利な

新しい技術」として、さしたる議論もなく、なし崩し

的に拡大しつつありました、末端の産科開業医にすぎ

ない私の目の前にも、M々、産む人と家族、そして生

まれてくる赤ちゃんがいます．，何らかの障害を持って

生まれてくるr一どももいますし、生まれてきても生き

られない∫・どももいますcすなわち、川生前診断の現

実に、産む人とともに常に直lrllしていました。

　出生前診断がひたひたと浸透していくことが、産む

人や生まれてくるf一どもたち、そして社会の未来にと

って、何を意1床するかを考えたとき、黙っていてはい

けないと思いましたc産む人が川生前診断を選択する

のであれば、みずからが今まさに行おうとしている選

択が、お腹のいのちとあなた白身、パートナーにとっ

てどのような意味を持つかについて、きちんと考えて

ほしいと願いました。そして、あなたを選んで宿った

小さないのちを選ぶことなく受け容れるという選択肢

があることも、知ってほしいと考えたのです、

　『了・どもを選ばないことを選ぶ』はとても小さな本

ですが、本文中の医学川語については、　・般のかたが

読んでくださっても理解いただけるように、ていねい

な解説をつけました，臨床遺伝医である長谷川知f’医

師にインタビューし、病気や遣伝相談のこと、ダウン

症のr一どもたちの療育や暮らしについて伺いました・

また、ダウン症のr一どもを持つ3入のお母さんの対談

や、お父さんへのインタビコ．一、写真家宮ill紆雅了さん

によるr・どもたちの写真も収めました．。「Ul：の中はそ

んなにU’いものではない」というご批判も覚悟したヒ

での川版でしたが、共感を持って受け1トめてくださる

読者が多かったことにほっとしました，，

　川版後5年を経て、川生前診断、とくに、ダウン症

を妊娠前期に発見するスクリーニング検査はさらに進

んでいます、羊水あるいは絨毛採取による胎児染色体

検査は、約」％の確率で流産を引き起こす｛2襲n勺な検

査です。そこでまず、ダウン症児に頻度の高いさまざ

まな微候を利川したスクリーニング検査を行い、あら

かじめ児がダウン症である確率の高い（ハイリスク）

妊婦を｝ll｜tlLします．．たとえば、妊娠ll週から13週こ

ろ、胎児の頸部にNT（nLichal　tl’aulsiLlcecy）と呼ばれ

る浮腫を認めることがあります　この厚さを高性能の

11　L’　Ylの児敢と母性　　12



超｜‘層皮診断装置をJilいてIE確に計測し、ダウン症であ

る碓率を桁則します

　これらの超1↑波による観察データと1：Mts1「11清マーカ

ーのデータを紐み合わせることで、検査による発見率

はヒ昇します　この方法によるダウン∬スクリーニン

グ検在では、全体のうち5％の妊婦をハイリスクとし

て抽川し、ダウン症の胎児のうち95％を発見するこ

とができます：’．、特yC度、感度ともに95％と、スクリ

ーニング検脊としては、すぐれています．発見のll的

は中絶ですので、染色体検在による確定診断後、ほと

んどが）IJtvaされます、

　※国では、2004年より全国全ての病院で、全ての

妊婦を対’象としてダウン症スクリーニング検介が提供

されるようになり、その費川はイギリスの医療費を管

1陪するNiitional　EICta［lh　Service（NHS）により全額ま

かなわれます．また、英国では、胎児に・∬篤な障害が

ある場合には満期までlll絶が認められます　ちなみに

ダウン症をはじめとする染色体異常は爪：篤なi；lt害と認

識されています．さらに、※国での全国的スクリーニ

ング導人の背景として、政府が検査の導人による福祉

扮哲の削減を期待しているという分析もあります．｛．

　英国におけるダウン症児の川生数および生産IOOO

人あたりの川牛数は1989年に764人および1．1、1993

年に615人およびO．f）・［．、2005年には453人およびe．7’，’

とゆるやかに減少しています．ただし、2005年につ

いては生産数と死産数あわせて1．0〔〕0人あたりの数字

です．また、2002年には、ダウン症児のうち妊娠lll

に診断されるものの割合は約川％でしたが／〈．、2003

年から2005年には約60％に増加しました1’／，．．

　［lnsでは、まだ、1κ1をあげて川生前スクリーニング

導人のノ∫向にはありませんか、技術は碓実に存在して

います：，産む人に対するカウンセリングというとき、

それは技術と確率の説明であることが人’izです，、そし

て、それが産む人のrl己決定支援とされます、　tt非常に

［特集lf’どものいのちが輝くとき

大切なものを欠落したまま、r1己決定権の名のドに技

術とその利川が進行していく現実に、数年前より確実

な怖れを感じています．

生殖補助医療

　このように、いのちが選別される・方で、不妊に悩

むカップルも増加していますそして、川殖補助医療、

すなわち不妊治療においては、ありとあらゆる技術が

開発され、提供されています、　／t体外受精はもはや特別

なことではなくなり、川本産科婦人科学会の調介によ

れば、20〔〕3年には新生児の65人にひとりが体外受梢

児でした．、

　技術の進歩は、凍結保存受精馴」の解凍移植、特定の

精r一を選んで卵∫・に注人する顕微受精、肋梢r・症の男

性の精巣から未熟な梢r・を取りHiして成熟させて受梢

させることなども1‘∫能にしました．．閉経後の．女性が他

の女性から提供された卵r一を使い体外受精で妊娠する

ノ∫法や、受梢卵を他人のr宮に戻す借り腹などのノ∫i去

もあり、50歳代や60歳代の妊娠・川産など、信じが

たい症例があります．その結果、不妊のカップルにと

っては、技術があるがゆえに、不妊の’li・・kを受け容れ

ることがますます難しくなっている現実もあります，．

　現代では、生殖補助医療の技術があるから利川する、

利Jilしたい人がいるから技術を開発するといういたち

ごっこがくり返されている’方、いのちに対する思想

や哲学を持ち、思索することが忘れられがちです　そ

もそも、いのちは作るものでなく授かるものです　ひ

とりのヒトが生まれることは、自然のいのちの営みで

あり、そこには、私たちが超えてはいけないもの、や

ってはいけないこと、私たちが律しなくてはいけない

自分、いのちの摂川とでもいうべきものがあるはずで

す．「いのちを授かる」という感覚の欠如は、いのち

に対’する畏れの感覚の欠落につながります．．．

　さらに、体タト受‡1‘iによる妊娠には、常｛・シ：川台aUili・期求II

13　111：界の児）‘i∫：と1り：ヤi三



［特集］　r一どものいのちカc剤【くとき

離など、分娩時の異常が多いことがわかってきました，．

これらの弔実に対し、私は、ふつうはこの世にいない

赤ちゃんが、いのちを受けて生まれてくるために乗り

越えなくてはいけないハードルがあり、それがお産の

ときに存在することもあると解釈しています。

　また、このようにリスクの高い出産が増加する結果、

ひとつひとつのお産に必要な人的・物質的医療資況iや

医療費も増大します「さらに、その医療費に他艮保険

が適応される結果、保険診療は赤字となり、II《1民医療

費は迩迫します．、

いのちのつながり

　卵」㌧提供や精r・｛是供による非配偶者間体外受梢

（AID）などの生殖補助医療について、生命liE研究館館

長の：IT村桂仲y　lこのご意見に賛同します．，ご？t：’it’：二6．か

ら引川します．、．

　「個人の誕生は、『つながり』の111にあるのですから、

生まれたr・どものことまで考えれば、f’どもが産まれ

る関係にある男女を支援するのが医療の範囲でしょ

う、、」

　Il1村さんの語られるところの「つながり」とは、母

親と父親のゲノムとf・どものゲノムのつながり、母親

と胎児の身体のつながり、こころのつながりなど、さ

まざまなものを含みますuこのつながりのどれかを切

り離したり、予を加えるときはtまず、了・どものこと

に｜1を向けるべきだと述べておられます、

　r1分のいのちはかけがえのない大LJJなものですが、

同時に、38億年にわたるいのちのつながりのllrのひと

つです，自分や自分の∫一どものいのちが人切であるよ

うに、ほかの人のいのちも大切で、ほかの生きものの

いのちも大切です．すべてのゲノムはつながっていま

す．，個のゲノムに執着することもいのちの性質のひと

つではありますが、ヒトにはそれを超越する知性や理

性もあるはずです．f’どもに恵まれた夫婦は・γ福です

世界の児巾と母¶k　l4

が、f一どものいない夫婦の幸編も存在します。

　また、染色体の数の異常を持つ胎児も、その染色体

は数がひとつ多いとはいえ、IV：　ikと父親から受け継が

れたものです，出生前診断の結果、中絶を選択するこ

とは、そのつながりを親からソゴ的に断つことです。

　さらに帝ビ切開術による川生も、母児のつながりを

医療介人により人に的に切り離す行為です。したがっ

てそれは、児の救命のためその処概が高度に必要であ

るなどの厳密な子術適応に基づき、最小限にとどめら

れるべきです．、また、人為的につながりを絶つことは、

け児のその後になんらかの影響を及ぽす司能性がある

ことも意識されていいことだと考えますL「

それぞれのいのち

　生まれてくるということは、いずれtOO％死ぬとい

うことです、，ですから、いのちに対’して、「死んでは

いけない」という価値観を持つことには、本質的に無

理があります．

　産む人も家族もそして医療者も、誰もが皆、無事に

元気で健康な赤ちゃんが生まれてきてほしいと願いま

す。けれども、現実には、妊娠初期の流産は20％程

度の確率で起こり、お腹の中で亡くなる赤ちゃんや、

分娩途中に亡くなる赤ちゃん、生後まもなく亡くなっ

てしまう赤ちゃんがいます．．先ノミ的な理山がある場合

もあれぱ、後天的な理由によることもあります　．／理川

はどうあれ、どうしても生きているのがしんどいと、

あちらの1［1：e｝1に掃ってしまう赤ちゃんは、　・定の割合

でいます．どんなに産科学や新生児“∫：が進歩しても、

これをなくすことはできません、t妊娠・川産というい

のちの営みには、どんなに医療が進んでも、人の力で

はかなわないことがあります。親にとっては、とても

つらくて、この．ヒなく悲しいことですが、赤ちゃんは、

それでやっと楽になれたのかもしれません

　こういう場而に何度も遭遇するうち、私は、たとえ



ば流産した赤ちゃんが99歳まで生きた入よりもll‖iflli

がないということはないし、ハンディキャップを持つ

r一どもが、健常なr・どもと比べて仙flll〔がないというこ

とはないし、1歳までしか生きられなかったいのちが

10歳まで生きられたいのちより価値がないことはない

と杉えるようになっています　すべてのいのちに意昧

があり、他と比べることのできない価値があります

　無脳症は、満朗で生まれてきても、数日しか生きる

ことのできない病気です．　ttごく最近のできごとですが、

偶然、ひと月以内に、妊娠初期で無脳り‘｝1を診断した赤

ちゃんがふたりいました，

　最初のご夫婦はll1絶を選択なさいました一．私の施設

では中絶丁・術を行いませんので、私は、お腹の赤ちゃ

んにお別れをばい、他施設に紹介しました

　次のご夫婦は、「1然経過で11b｝．’E－，することを選ばれま

した．まず、お母さんが迷うことなく決断し、パート

ナーは彼女の決断を完全に支えてくださいました．．け

れども、妊娠1．o週そこそこでの診断後、生きられな

い赤ちゃんとのその後の妊娠朋間を思い、ご夫婦の気

持ちは人きく揺れました　彼は「小まれたらすぐ別れ

なければならないことが悲しい．」とり’泣しました．彼

女はたくさん泣いたのち、今では「妊娠期問、赤ちゃ

んのことを大切に思って過ごすことができるから、い

い時期にわかってよかった、お腹のこの了・が本’iGにか

わいい」とおっしゃってくださいます、．妊娠はまだ叩

朗にさしかか・）たばかり、お腹のr一どもは元気に動い

ています

　無脳症の赤ちゃんには、高度な思考はできないかも

しれませんけれども、魂があるかと問われれば、私

は、迷わず、イエスと答えます　私たちは、ごノこ婦の

妊娠と川産を．全力で］える覚悟です、、

おわりに

　川生1｝i∫診断も、生殖補助医療も、産科医療も、進め

［特集］r一どものいのちが輝くとき

ぱ進むほど、本来、生きものであるヒトのいのちのつ

ながりを、人為的に断ち切るものになる1‘1’能性があり

ます、、新しいいのちをH々迎える現場にあって、足る

を知り、り・えられたいのちを精・杯生きるところに、

いのちの未来があると考えるようになりました㌦、

　浪後に短歌を紹介します

生まれたき　みずからの意思つらぬきて

　　　　　我はこのlllrに　ルまれしならむ
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キーワード：ダウン症

　ダウン症は、別名21トリソミーといい、通常23対46

本ある染色体のう15、21番目の染色体が通常より］本多い

3本あります。お母さんの年齢が高くなるにつれ、発生頻度

が高くなり、35歳における発生率は、約300人にひとり

の割合ですe知能や運動能力に遅れを認めます。また、先天

性心疾患などを合併することもあります。おだやかで優しい

性質に恵まれています。
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囹園子どものし、のちが輝くとき

「子どもの1…ちと工きる多撒

子どもの誕生と

死をみつめで
　　　　　　　　　　　　はしもとようこ
山王教酬噺蹴醐士橋本洋子

1．はじめに

　『子どものいのちが輝くとき』という特集の中で

「赤ちゃんの死」が取り上げられたことに、深い感慨

を覚えている。

　私は、いのちの誕生の現場である、周産期センター

専属の臨床心理士として、赤ちゃんと家族の「こころ

のケア」に携わってきた。周産期センターには、通常

の出産ですぐに退院する親子もいるが、小さく生まれ

たり、病気を持って生まれたりして、NICU（新生児

集中治療室）に入院しなければならない赤ちゃんも多

い。亡くなってしまう赤ちゃんも稀ではない。日本の

新生児死亡率は世界最低を誇るが、それでも、周産期

が、誕生の歓びだけではなく、死の悲しみも隣り合わ

せの時期であることに変わりはないのである。

　最初に、赤ちゃんを亡くしたお母さんと深い関わり

をもったのは、Aさんとの出会いを通してだった。　A

さんは、不妊治療により初めて三つ子を妊娠し、切迫

流産のために妊娠14週から人院していた。私は週一

回ベッドサイドにうかがっては、何気ない会話を交わ

し、Aさんは、その時間を単調な入院生活の…里塚の

ように楽しみにしてくださっていた。しかし、妊娠21

週にAさんは流産してしまった。31i1閥苦しむ中で、3

人が次々に産まれ亡くなってしまったのである。翌々

［、私はAさんの個室を訪れた。Aさんは、経過を語

り、最後の子だけ抱くことができたと話してくれた。

葬儀には行けなかったが、人目をしのんで小さな帽了・

を3つ編み、赤ちゃんにかぶせてもらったと言づて、

声を押し殺して泣いた。ひとしきり泣いたあと、Aさ

んは「みんなは『早く元気になるのよ』「あなたがメ

ソメソしていては、赤ちゃんが成仏できない』『障害

が残るよりは、これでよかった』『若いのだから、次

の子がんばって』と口々に言う…」と切なそうにつぶ

やいた。私は「お母さんなのだから、悲しくて当たり

前。いっぱい泣いた方がいい」と言った。Aさんは

「お母さんって思っていいのかしら？」と尋ね、私が

「もちろん。3人がお母さんにしてくれた」と答えると、

号泣した。

　まだ「誕生死」という言葉はなく、亡くなっていく

赤ちゃんと家族へのケアもほとんど考えられていなか

った頃のことである。

2．赤ちゃんの死をめぐって

　大切な人を喪う悲しみは、誰しも理解できることだ

と思う。なかでも愛する我が子の死に直而した親の悲

しみは計り知れない。ある年齢以・ヒの子どもを喪った

親に対して、「早く忘れて、次の子を」などという言

葉が発せられることは、まず考えられないだろう。と

ころが、流産・死産・新生児死亡など、赤ちゃんの死

を前にしたとき、周囲の人々は話題にしようとしない

か、叱咤激励するか、あるいは慰めようとしてAさん
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の周囲の人々のような反応をすることが多い、．

　それは、H本だけの傾向ではない　胎児や赤ちゃん

の死は、〕側せぬ不‘‘fで川不尽な出来’1［であるために、

1，，i・i囲の人々は「なかったこと」〔IIO［］－t・VCUIt）として闇

に葬り去ろうとする傾向があるとLcwis，］．／：は指摘し、

それを「沈黙の戊じ謀」（cenSpiracy　of　silence）と呼ん

だ．

　日本には、「7歳までは神の内」というば莱がある．．

その意味はいろいろに‘i『われるが、「7歳までは、袖さ

まがいつ何時そのr一をj’引きトげる』かもしれない．

従って、ア歳前のr・どもが死んだとしても、それは神

さまのご意志だから、あまり嘆き悲しんではいけない」

という意昧介いを含んでいたと，「う、．．幼い∫・どもを亡

くした悲しみをやわらげようとする、せめてもの知恵

であったのだろうか、、

　江戸時代に始まる槽家制度は、現代につづく死者儀

礼の原型のひとつであるが、その中で、赤ちゃんにつ

いては、「すぐに生まれかわるように一1などのYl｛［11で、

葬式を行わず戒名もり・えなかった地域が多かったとほ

う．．　一方で、各地には「観～エf㍉il畦．」　「女’ノL　j・ilvc」と呼ばれ

る集まりがあり、そこで、女達は、安産祈願や妊娠祈

願と共に、生まれてこなかった子や生まれてもすく”に

亡くなったJ’・の供養を行った，，儀礼を行わないかわり

に、同じ体験を持つ女達の問で、密やかに悲しみは表

現され共有されてきたのである．

　日本の近年3～利ll：代は、それまでの歴史から見て

も特殊だったと川えるだろう　第1次大戦前後に赤ち

ゃんを喪ったig：親たちは、とりわけ悲しみを強く抑制

してきたのかもしれない、．戦争・と軍国．じ義のII（1家政策

のもと、川家のために「産めよ殖やせよ」とり一令をか

けられ、「因家のために死ぬこと」を災徳とされた時

代に、ひとりひとりθ）赤ちゃんの死を悼み悲しむこと

は難しかったのではないかと思う　その影響は現代ま

でも色濃く残っている　しかし、母親たちは悲しみを

1特集］∫・どものいのちが輝くとき

忘れたわけではなかった　70歳80歳を過ぎて亡くな

っていくとき、ようやく封印していた悲しみを解く旨

「ああ、これでやっと○○と会える」と、それまで話

題にしたこともなかった亡くなった赤ちゃんの名前を

つぶやく、老いた母親の話を幾度となく聞いたことが

ある．，

　胎内で亡くなったり、生まれてすぐに亡くなったf’

どもを、tlo：1－event「なかったこと」と考えるのか、

かけがえのない「いのち」と考えるのか、どちらが人

にとってrl然なこころの動きなのだろうか　！‘i森県の

ヨ人1丸山遺跡を訪れたとき、ひとつの答えを見つけた

気がした．5000年昔の人々の営みを伝えるさまざま

な遺物が、保存状態の良好なまま川ヒした縄文時代の

遺跡である、遺跡内の墓の7割は、嬰児を含むf・ども

の墓であった．．つまり、それほどに乳幼児死亡率が高

かったのである，おとなの幕は、集落へ続く道の1｜1｜1側

にそって、向かい介うように2列に整然と並んで作ら

れていたが、r・どもは、川筒卜器とばわれるX段使わ

れていた1iXYの底を抜いたり’部を欠いたりしたもの

に納められた状態で、fli居に隣接してlllヒした．‘この

ことを知ったときに、私の中で、現代の1り：親と刷文の

1リ：親の悲しみがつながった．乳児死亡率の高かった時

代には、赤ちべ’んが死ぬことに慣れて’iえ然としていた

のではないかと錯覚されがちであるが、5000年も1‘1）：、

縄文の人々は、当たり前のように起きる∫一どもの死を

少なくとも「なかったこと」にしてはいなかったので

ある　もしかしたら、亡くなった赤ちゃんを身近に置

き、息を吹き返さないことを確かめ、肉体が変化して

骨になっていくプロセスをも見川けながら、死を納得

したのかもしれない．

3．いのちの出会い

　誕生と近接して死があるとき、「愛着を持たない方

が、火ったときに苫：しまないですむ」「川会わなけれ

17　川：界の膓Ul’r亡と∪1生



1’特集］　r・どものいのちが輝くとき

ば、別れの悲しみを味わわないですむ」と考え、病気

の重い赤ちゃんに母親を会わせないとか、流産や死産

の赤ちゃんを母親のUから隠そうとするなどの動き

が、II馴用の人々の川に生じることがある“．母親自身に

も、喪うr感のあるとき、赤ちゃんを11∫愛いと思う気

持ちを封じたり打ち消したりすることで破壊的な悲し

みから身を守ろうとする、無意識の働きが起きること

がある。しかし、その防衛はいずれ破綻し、強い悲し

みや抑雛、焦燥に襲われる場合が多い。周産期の喪失

の特徴は、意識や言葉にならない層での喪失感の深さ

と1．i’えるのではないだろうか、出産によって実際に顔

を合わす以前から、母親は、心の奥底ですでにいのち

とljl会っている，、たとえ愛着を意識していなかったと

しても、胎内に芽生えたいのちとの関係性は、打ち消

すことができないのだと思う。

　Bさんは、妊娠22週のとき超音波検企によって胎児

水腫という診断を告げられた。医師からは「まず助か

らない，，助かったとしてもi∬度の障害を残す町能hiが

ある」「普通はすぐに出すけれど、どうするかはご夫

婦で決めてください」とばわれた。他の選択肢は考え

ることもできず、Bさんは川産を決めたが、赤ちゃん

は川産の過程で亡くなった。その時は、悲しいことは

悲しかったが、「仕方の無いこと」と頭では割り切れ

ていたと言う、，悲しみの数Uが過ぎれば、何事も無か

ったかのように仕’∬に復帰できると思っていた。とこ

ろが、圧倒的な悲しみの波は繰り返しBさんを襲い、

居てもウ1ってもいられなくなって、私のところへ心理

1師接を受けに来られた。心理而接では、誕生した赤ち

ゃんを喪ったときと同様にグリーフワークが必要だっ

た、、合理的に割り切ったつもりだったが、Bさんの深

いところではすでに「かけがえのないいのち＝かけが

えのない我が子」として川会っていたのである。

　どんなに生きる時間が短かったとしても、たとえ胎

内で亡くなったとしても、赤ちゃんは犯まれて、生き

世界の児童と母ヤヒ　18

て、そして亡くなったのであり、親は川会って、とも

に生きて、そして別れたのである。しっかりと別れを

交わすことができて、はじめてもう　・度しっかりとつ

ながることができる、そのすべてのプロセスを支える

ケアが大切なのだと、多くの赤ちx・んと家族から、私

は教えられた。亡くなっていく赤ちゃんと家族の傍ら

に、何も1［lpaないけれど、そこに居ることがせめても

の守りになるようにと、立ちつくしていた体験が、

次々脳裏をめぐるc，たとえ胎内や川生直後に亡くなっ

たとしても、亡くなった赤ちゃんを一人のかけがえの

ないいのちとして、医療従」f者が接することが、どれ

ほど大きい意昧を持つかということも訴え続けてき

たtt

　周産期の喪失が、他の時期の喪失と違いがあるとし

たら、それは決して悲しみの大きさの述いではなく、

死別の悲しみを支えるケアに加えて、川会いの実感を

支え、別れの1ほを支える」’寧なケアが必要とされる点

であると思うe何もかもが分刻みで過ぎていく現代に

あって、とりわけ忙しい11寺問の流れる病院の中で、川

会いと別れを支える丁寧なケァは難しいと思われるか

もしれないが、本当にその大切さを知り、意味を知っ

たなら、現在の枠組みの11．‘でも1’分P］’能であるし、実

際にそのような取り組みを大切に考える医療従事者

は、確実に増えていることを強調したい。

4．悲しみと生きる

　死が実感できないと、こころが麻疎したように悲し

みさえ感じないことがある。この時期が遷延すると、

重篤な病的抑うつに陥るfタ‖も見られる。その意味でも、

前節で述べた、亡くなっていく過程と直後のケアは厄

視されなければならない。ただし、どんなに1’寧なケ

アがされたとしても、悲しみが軽減するわけではない

し、悲しみを癒すための魔法の言葉や魔法の薬がある

わけでもない。悲しみを癒すには、悲しみと向き合い



涙を流すことが必要であるt／それこそが、刷文の時代

からつづく、ひとの〔｜然の営みであるに遼いないと思

う．．ひとりで悲しみに向き合い、涙を流すのも、意昧

のあることだと思うが、悲しみをわかってくれる誰か

との川で悲しみを表Mし、それが受けとめられるとき、

悲しみに圧倒されていたところから、少しずつ自分の

中に悲しみを持てるようになるのではないかと思う．．

悲しみをそのままに受けjLめてもらえる「悲しみの器」

の中で、悲しみは少しずつ少しずつ生きるカへと変容

していくのである．．

　といっても．それは果てしない党々巡りのように見

える過程であるかもしれない．，悲しみは、時に「な

ぜ司「どうして1．」という疑問の形をとって表れる、：，

医療従」賭を含めた周川の人々そして自分1’1igへの怒

りの形をとって、吹き荒れることもある、、悲しみのプ

ロセスが深まるためには、わからないことは「わから

ない」と告げられることも含めて、医学的問題がある

程度明確になることが必要であるし、具体的な怒りは

表現され受けILめられる必要がある，，その時、「それ

でもなぜ、他ならぬ私のr・どもが亡くならなければい

けなかったのか？．」という根源的な川いと、「私の赤

ちゃんが死ななければならなかった理不尽さ．」への怒

りへと収束していくのではないだろうか．

　時には、一∫一どもと川会うことのできた大いなる喜び

と別れなければならなかった悲しみの問で、時には、

亡くなったr一どもとのきずなの実感とその身を抱けな

いことの焼きつくような喪失感の問で、思いは振りr一

のように激しく揺れる、，振りr一のように揺れながら、

この両方を深く実感し、」ξ現していくことで、悲しみ

の仕’jl・は深まっていく．．悲しみを乗り越えて前向きに

生きているように見える家族も、実際に話を伺うと、

悲しみは決して消えていないことがわかる。そこにあ

るのは、悲しみを底にたたえながらも、亡くなった赤

ちゃんとiB会わなければ知ることのなかった、新しい

〔特集］　i・どものいのちが仰くとき

生を生きている姿なので’ある、、

5．『誕生死」と響きあう器

　赤ちゃんを亡くした現代の家族は、周産期・新生児

死亡率が低ドするll1で、周1用に同じ体験を持つ人々を

見川せずに孤航し、悲しみを抑圧してきた．唯・ケア

のT・を差し伸べる機会を持つ医療従事者は、どのよう

に対’応したらいいのかわからない戸惑いの中で、距離

をおいた、そんなときに、新しい動きが生まれた．．イ

ンターネットを媒体として、同じ体験を持つ家族が川

会い、思いを語り合う場を持ったのである、、それは、

現代版の「女人講」と、「っていいかもしれない，．イン

ターネットヒで出会った家族が、やがて実名のr記を

集めて川版し、その題名として［誕小死」という、「葉

が創られた、名前が与えられ、多くの人々の意識にヒ

ることで、赤ちゃんの死についての1i1：の中の理解は進

んだ　前後して、各地に同じ体験を持つ家族の集いが

作られていった．，家族の会やインターネットに集うそ

れぞれの家族は、r・どもを亡くした’川、’」も日則もII↓な

るかもしれないが、f’どもと川会えた歓びと、それゆ

えの別れの悲しさ、呂；しさを身をもって知っている

亡くなってしまったけれど、決して消えることのない

「r・どものいのちの輝き」を知っている家族は、共に

悲しみ、共に揺れながら、Jr二いに「響きあう器」とし

て機能し、生きることを深めているように思う、、

キーワード：誕生死

流産・死産・新生児死で子どもを亡くした親たちが、インタ

ーネットを媒体として出会い、「私たちの手で、私たちが必

要とした本をつくろう」という思いかう、実名による体験談

を出版した。その題名として、英語のstMbornに相当する

「誕生死」という言葉を創った。「誕生死」という言葉には、

どんなに短い命であろうと、子どもたちは確かにこの世に生

まれたという意昧が込められている。
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囹園子どものし、のちが輝くとき

子どものいのちと、生きる多様性

生殖補助医療と

出自を知る権利
　　　　　　　　さいむら　ま　　り

帝塚献学搬才村眞理

はじめに

　11槻・養子縁組などにより新しい親を得る子ども達

がいる一・方で、人工授精・代理懐胎など様々な生殖補

助医療が実施されている。親とは何か、親子関係とは

何か、子どもの出白を知る権利をどう考えるか等が議

論されている。生殖補助医療における、子どものいの

ちの誕生とその育ちについての論点を明らかにする。

生殖補助医療とは

　生殖補助医療とは、生殖を補助することを目的とし

て行われる医療をいい、人工授精、体外受精、顕微授

精、代理懐胎等をいう。ここで則題にしたいのは、第

三者が提供する精子、卵子又は胚、あるいは子宮を用

いて行う非醐禺者間生勇II補助医療（ARTΦ‘）である。

日本では、1949年から第三者の精子提供による人工

授精（AID※りが行われており、現在まで日本でAID

で生まれた子どもは1万人以上と言われている。日本

で現在、ARTに関する法律はなく、その実態は明ら

かではない。日本産科婦人科学会会告で唯一、許可さ

れているのがAIDである。しかし、爽際には卵子や

胚の提供や代理懐胎を日本や海外で行うといった実例

がマスコミにより報告されている。

AIDで生まれた子ども達（現在は成人）の声

　口本でAIDで生まれた子ども達（AID児）が結束し

て自助グループM3を作り、この医療の不条理を訴えて

いる。筆者は2001年厚生科’学緒…議会生殖補助医療音1～

会の委員になり、以後この問題に取り組んでいる。

AIDSV・li・iによる生の声を通してこの問題を考えたいe

　30代の女性は「AIDで生まれたことを知ってから7

年になる。ずっと別居中だった両親の離婚の際に母か

ら聞いた。その時私は戸籍上の父との述和感から解放

された気がした。しかし4年前に母が亡くなると川自

を隠されていた不信感と自己否定感が訪れた」と語り、

これからAIDにより親になる人に「悩み苦しむ子ど

もの心の叫びを聴き取り、受け止め見守る覚悟を持っ

ていてほしい」と訴え、「医師やドナー、広くは医療

行政の問題であると思う」と語った。30代男性は

「AIDでは治療を受ける不妊カップルの利益だけが優

先されがちであり、子ども達の悩みや葛藤にはほとん

ど目を向けられてこなかったように思う。私たちは自

ら望んでAIDで生まれてきたわけではない。子ども

の頃から両親の本当の子どもとして育てられてきたも

ののちょっとした機会に事実を知らされた。唐突に事

実を知り（知らされ）何の知織もなく相談相手もなく

大きな不安を抱えた経緯を持っている」と語り、彼は

「自分が事実を知って不安の底に落とされた経験があ

る以上、自分以外にも同じような子どもがいたら手を

さしのべたい」と語った。また、20代の女性は「23

歳の11寺、父親の遺伝病疾患を知った。自分も将米同じ

世界の児童と母性　20



病気を発病するかも知れない、そんな不安・を抱えてい

たとき、母から白分がAIDで生まれたr一どもである

ことを告げられた．知った直後のショックと、その悩

みを誰ひとり、親ですら受け1トめてくれなかったこと

にIII‘1：しんだ」と語り、「自分の出生を隠され続けるこ

とが、親rの川に絶対’に明かせない秘密がある状況が、

日分のルーツのLl！分が’生わからないということが、

本’‘］にr・どものためなのか」と語った

　私は勘外のAID児4人にもインタビコ．一をした．ア

メリカの57歳のビル’1「．tは「37歳のll、1｝、弟が亡くなり、

父はその1年前に亡くなっていた：，「1分も死ぬのでは

ないかと心配している姿を母親が見て打ち明けた，と

てもショックだった．・10代の頃より自分と似ていない

ので、父が生物学的父ではないと確川していた　母が

不倫をしてできたr一ではと疑っていた．11．母が亡くな

ってから、ドナーを探す行動に川た、、しかし川産した

病院では、母が教えたことが契約述反である、教えら

れないとばわれた．n分の柑報を欠llることができない

ことに怒りを感じた」と語った、．彼は2007年現在、

約140人の川界の、へID児とコンタクトをとりネット

ワークを作っている．．英国の52歳の女性軸は、「7、8

歳の頃から何かが述うという違和感を〔1然に感じてい

た．！9．　Cfelで向親が不fi「1である時、母から’］f・fJ｛を聞いた．旨

拒否感情がおこったが、これまでの述和感の説明はつ

いた」［．411歳の時、ドナーを探す行動に出、この医療

を施術した医師がドナーとわかった，・／わかった時はと

てもうれしくなり、1叫んだりはねたりした、，知りたい

と思っているのが⊥ξい旅だった、．〔1分「1身やっぱり生

物学rl勺父に顔が似ているし性格も似ているので、1既

に亡くなっていたので、もし｝会ったらすごく好きだ

ったと思う」と話し、「この医療を実施する前のカウ

ンセリングは非常に，kc．’li・で、生まれたr・どもにオープ

ンにしていくことが大’］　f・である」と語ったtt．英国の24

歳のトム／／’　tは「3年lli∫にけから聞いて知った．、、父は秘密

［斗∫集］　∫・どものいのちカ《輝くとき

にしたかったが、母がセラピーに通ううちにs’　｛．　’kを話

すべきと思った，．AIDで生まれたと1珊いた1時、ちょっ

と感情が麻抑したような感じだった．しかしその後だ

んだんr1分の状態が悪くなり、うつになった．．現在セ

ラピーを受けている、：母親にはどうしてそんな医療を

したのか怒っている，，父母は結局離婚し、その後父と

は会っていない．．．父親はr｜身の不妊の川題を適切に扱

わなかった」「ドナーを知りたいと思って医師にr一紙

を．川いた．、その返’∬は、Cこのことは知らないし、力

になりたくない』とばわれた」「この医療の問題は、

番近くにいて川頼していた人たちから嘘をつかれて

いたことであるc、この医療自身に反対である」と語っ

た、、そして、次に紹介するデービッドと共に、出生証

明、1｝二にドナーの名前を記載すべきであると、英国の法

律改1じへの運動をしている．英国の55歳のデービッ

ド÷sは、「12歳の時に父親から真実を打ち明けられた

が、驚きとショックのあまり怒りとかは湧いてこなか

’）た，6歳のll．」、中：にひかれた経験があるが、その時

はrトに当たってゴーンと休がはねて、痛みとかは何も

感じられなかった．，それとまったく　・緒と感じた．：そ

して申1よりもむしろ電‘1〔にぶつかるぐらいの人きさだ

・）た、それは、白分r1身が破滅し、今までの白分では

なくなってしまったということだった」「この医療は

すごくむかむかするような気分悪いことだし、機械的

なことで、いわゆる愛情をもとにできたんじゃないこ

とに関しては非常に今でもわだかまりがある」「ドナ

ー はこの医療を行った女医の夫だった。そして現在1司

じドナーから生まれたきょうだいll人と連絡を取り

合っている．、2人はカナダ、3人はアメリカ、6人は英

国にいる」「最も傷ついたa．）は、ばい換えると、’iPtJ｛

を知らされた時に1”1　O＞の今までの自叙伝を日の前で破

かれたような気持ちになったことである．．自分が八ID

で生まれたというIll：実ではなく、嘘をつかれていたこ

とのノiがショックが大きい、．自分の祖先について知る
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1特集1r一どものいのちが輝くとき

権利が奪われている。」と語った．．

　これらの発、．「からわかるように、この医療で生まれ

たという批だを秘密にすることが結局はr一どもに自我

のま昆乱を引き起こし、親了二関係は崩壊し、親も子も不

iPな状態となるのである．、　・生秘密のままでいいでは

ないかとの意見があるかもしれない。しかし、DNA

鑑定が千軽にできるll寺代になった今、　r一どもは成人し

てから気づくU∫能性は今後増大するであろうし、また、

家族の状況の悪い時に親は真実を話したくなるもので

ある、．たとえ話さなくともAID児が語るように、何

か家族に秘密があるとr一どもは気づくことが多い。し

かし、そのことを話題にするなという暗黙のメッセー

ジがあるために、1操にすることができずに・人悩む

のである。また、人は誹でも、白身の遺伝歴、家族歴

を知る権利を持っている，情報から切り離されている

ことが閻題で、信じていた親に嘘をつかれていたとい

うことが・番大きなショックなのである。ちなみに海

外ではAID児の出r1を）illる権利を確保した法］i叱創設、

改IEが利H次いで行われている“』！1。

　この医療で生まれたr・どもが幸せでないなら、その

．f・を育てる親も・7：せとはぼえない，

代理懐胎の問題

　代理懐胎には2種類ある，，夫婦の受梢卵を友以外の

女性のr宮に移植する場合と、夫の精子を2i以外の女

性に人に授精する場合とがある、、日本では学会により

禁1トされているが、B本の夫婦がアメリカの女性に川

産を依頼し、そのr一とともに帰川し川生届をIL；したが

拒否され、夫婦は裁判を起こした，又、根津医師によ

る代理懐胎の公衣が話題となった．・．2007年より代理

懐胎をt］t心として生殖補助医療の在り方検討委U会が

政府の依頼のド、11本学術会議にて開催されている。

川まれたr・どもを夫婦の子として認めるかどうかが大

きな論点である，

lll：界の児r克と母性　22

　当然生まれた子の戸籍を作り、養育される権利、教

育を受ける権利等を確保することは敢要である。しか

し、これから代珊陵胎にて生まれる子についての論議

とは別の問題であり、この場合の子どもの幸福とは何

かについて考えてみたい。産んだ女性ははじめから母

とならず、他の女性に引き渡す約束を妊娠前からする。

そして産んだ女性はたとえ出産後fに愛着が生まれた

としても白身で育てることは契約違反となる。子ども

の権利条約第7条は「できるかぎりその親を知る権利

を有しおよび親によって養育される権利をイ1’する」と

あり、『「親」とは、i呼通子どもを産んだ生物的な実親

を指します』‘・lnと解釈される。産んだ親に妓初から養

育されることのない代理懐胎はこの7条に反するので

はないか。条約第35条ではあらゆる1m勺、形態の児

駐の取引を防止することが規定されており、この代理

懐胎は子どもを契約の対象としているため、この35

条の「児竜の取引」に当たるのではないか。児童福祉

法も母子保他法も妊産婦を法の対象とし、妊娠中から

親子関係が始まっているとされる。しかし、代理懐胎

は女性を「産む器械」とみなし、妊娠中の親nv・ua係を

認めないのである。アメリカでは代理懐胎による裁判

が1985年のベビーM事件など、産んだ女性が．r・の引

渡しを拒んだ例がある。今後、双生児、障害児が生ま

れたという理川で受け取り拒否をする等想定され、子

どもがこの1｜ヒに生まれてくる際に人1：的に不安定な状

況を作り川すARTは了どもの福祉の観点から問題が

あると思われる。

養子縁組制度との比較

　AID児と養子とを比較すると、遺伝上を引き継がな

い点は1司じだが、夫婦の希望により人τ的にいのちを

作り川すものと、自然に生まれた子どもが実親により

育てられない事情がおこり、了・どもの福祉の観点から

養親を川意するのとの問では、何を仙｝値として考慮す



るかの点が違う、つまり、養r・はr・どものためにある

制度で、ARTは親のためにある技術である，、養．親は

養r一の幼少の頃より出生の真実告知を勧められてお

り、戸籍により養∫・は実親を辿る仕組みが残されてい

る，、従ってf’どものllMを知る権利が確保されている。

ARTでは告知を勧める医師はまだ日本にいないし、

親もまた不妊という’じ実をオーブンにできず、告知す

る不安も強く、告知に踏み切れないのが現状である

ARTにおいて、　JL，婦が了どもへどのように川知する

のか等、サポート体制が急がれる．．

おわりに

　今後ARTで生まれるj”どもの問題を憂慮し以ドの

提ばをする．

L人類は八RTにより新たないのちを作っていいの

　か，、医療に加えて、福祉、心理、保健、精神医学、

　生命倫理ヒ等の観点からの根本的な論議はされて

　いないままである。

2．A｜Dはすでに約60年の長い歴史がある、もし今後

　　も続けていくなら、親は不妊を受け人れ、恥の概

　念を来り越え、堂々とオープンにすべきである．

　生まれたr一どもに小さい頃から愛・1’i‘」を持って真実

　　を話し、嘘偽りのない．￥”　n・va係を築くこと、そし

　て、医療K’も夫婦が秘密にした場合に起こりうる

　問題を説明し、告知へのサボートを用意する必要

　がある、、

3．AID児が・定の年齢に達した時、自身のドナーを

　知りたいと思うr一どもには、出自を知る権利が’j・

　えられるべきである、「1身のルーツを知ることは、

　1’1／kの確」）1にとって不tT］’欠である、、人は1’1分の家

　族歴、遣伝歴を知る権利を持っている．、

・1．知る権利の行使には、ソーシャルワークやカウン

　セリングのサポートが必要である、、事務的に知ら

　せるのではなく、∫一どもとドナー、あるいは同じ

国守集］　了・どものいのちが輝くとき

ドナーから生まれたきょうだいとの川会いをサボ

　一トする仲介サービス”t］が必要である

　これらの条件が満たされなければ、八ID児のいのち

が輝くll歩は来ない、、

※1　Assisted　RcPr（）du〔・live’［’eclinalt）9），の略．ここでは非

　　配偶；拘川生殖補U力医療をAR↑と略
※2　iXrti∫iein］［」1s．　elTlitllLtl〔，IL　by　D【川【ji・の賂で、　Jl…配偶者間

　　人に授精のことである
※　3　　　」也絡先　 ：　　1〕（）（；〔）fficeCtr．11【［LIlllli［，t：〔）．j｜）

　　blog：htLl）：／・．bl〈．）9．canPan．il｜f（，／do9

※’t　「AiDで牛まれたr・どもたちからのメッセージ」より

　　本人らのr解を得て，」1）11，

※5　’1”成t6年度三菱財／・ll助成研究「r・と’もの川1’1を欠1］る権

　　利を1≒（障するための細祉教育のあり〃に関する研究」

　　報告lll．川己任研究者　」』村眞川｝P52－59

※6　筆者・は2006年度文部秒学研究費句li助金〔研究課題「小

　　殖補助医療により川まれたr・どもの権利擁波とソーシ

　　ャルワークによる支援のあリノibによるインタビt］．一

　　を実施（20〔｝7年3月英川、ロンドンにて）．褐1成のr解

　　を得た、

※7　筆者は2007年gJj英川、ケンブリッジにてインタビュ

　　ーを実施．．掲1伐のr解を得た．．

※S　筆者は2t」07年9月英川、ロンドンにてインタビューを

　　実施．．掲戒の1’解を得た

※9　出自を知る権利を確保するi！tfll・かあるII《1は筆者の知っ

　　ている限りでは2007年現在．スウ．†．一デン、オーストラ

　　リアの2州、オランダ、　ドイツ、オーストリア、　ノル

　　ウ．T－一、ニュージーランド．また，英国では2005年4

　　月に法律改IEが行われ、それ以後に生まれたr・どもは

　　自身のドナーの氏名まで開示1；‘llり《できることになt）た．

※10国際ソーシャルワーカー連盟編著、日本社会福制：1二会

　　訳2（，04年「．ソーシャルワークと∫・ど．もの椛利1筒Jl，　Lll：

　　房　P18
※　］1　Mnril］・n　CI・≡、ivg．　haLv，　Olivia　M《エn【us〔・hi．2〔｝07，　Rep〔｝r【　of

　　PROGAR　N：｜［ional　Sぐmil〕au・’IlltCrm（ハditu’v　Scrvices

　　fo「Th《）sc’Gじnerically　Relnt〔・（1’1’1ir［）｛19h　D〔，11〔｝t’

　　ConCCptlo1ド　held　itt　DuPal’tllKel1L　o∫l／euith一ド‘

　　ドel）ruarv　2007

キーワード　子どもの出自を知る権利

　出自を知るとは、誰から自分は生まれたのか、父と母を知

ること。自身のルーツを知り、これまで生きてきた道を辿り、

白身の自叙伝を作ることは自我の形成に重要である。そうす

ることにより週去、現在を知り、未来の生きていく道が見え

てくる。当事者の作成バンプ「子どもが語るA）D」では

「どんな出自であれ、自分の本当のことを知ることはアイデ

ンティティーの完成のためにはとても大切なこと」「遺伝情

報としての提供者情報」も必要と記述している。
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亀子どものいのちが輝くとき

子どものいのちと、生きる多様性

障害をもつ子どもと

ともに生きる奮ぴ
．

子Ω明
・

辺
・

野会の母父児害障肢四性天先

1）子どもの誕生と衝撃 2）障害を治したい…

　初めてのr・どもが牛まれたのは結婚後2年、待望ん

での女のr・誕生だった．元気な産声を1川いたものの赤

ちx・んは新牛児室に預けられたまま　私が娘と対’lrliし

たのは川産からnll後だった，／－f　T：の指が親指以外は

なかったことをその前夜医師から告げられていたtt突

然、思いもかけない現実を突きつけられ、私は勤転し

ていた　信じられないまま夫に付き添われて新川児に

人ると娘のベッドは番奥にあった．．看漫師の配慮か

らか、産粁の右袖が輪ゴムで括られていて、看護師長

らしき人が袖を捲りヒげた瞬間、私は則解したのだっ

た堂々と突きHlすことの出来ないf’をして娘は生ま

れてきたのだということを、、「σ形児」というば菓が

頭に浮かび、妊娠llrに思い描いていた赤ちゃんを川ん

での楽しい生活や夢が’瞬にしてlri失していくような

衝撃を受けた「どのように励まされてもしばらくの川

は何を見ても1‘・∫を聞いても娘がこれから辿るであろう

厳しい人牛を思って涙があふれた，、f’どもが誕生した

：：’f’びとはほど遠い沈んだ空気が彼女の退院を待つ家の

Jliに漂った．36年前の我が家の梢景である．、しかし、

現在でも障害をもつf’どもが誕生した場合、」’・の将来

に対’する不安や悲しみで困惑し、途ノ∫に暮れてしまう

家族は少なくない　（注1）

　私の付『てのスタートは1ほ：問のllとの闘いともいえ

た、X・f　T：を見られたくない、と真夏でも外出時には必

ず下袋で隠した、右刊旨の欠損を私は納得できなかっ

たから、li‘∫としてでも治してやりたかった．．現代医学

に一棚の望みを託し、紹介状を持って大きな病院の形

成外科を訪れたが、娘が1歳過ぎに受けたT：術は機能

の改善を促すもので、新しいtf　f：はカニの鋏のような

形となった、私が願った止常なr・にはほど遠く、失望

しなかったといえば嘘になる

　しかし、その右予で娘は絵本のページをめくり、オ

モチャで遊んだ．．急に，操も増え、歩き始めるように

なると）りー愛らしさが増して我が家にもやっと穏やかな

ll常が訪れるようになった．t夫は休目になると　・Ll　rl1

娘と遊び、私はお風呂の中や寝床で娘の小さな右手を

握ったりさすったりした．指は少ないもののよく動く

1－f　T：は見慣れると案外1‘∫愛かった、t「これがこの子の

T・なのだ、形は迫っていても彼女にとっては本物の、

大事な自分の手なのだ」と思えるようになった頃から、

やっと私は5本指への執着を振り切ることができたよ

うに思力、r一袋を捨て、近所の若いお母さんたちにr一

のことを率直に話し始めた、，誰もがやさしく受けとめ

てくれ、川肘’張ってバリアを築いていたのは私だった

ことに気づいた。r・どもを預かったり預けたりのこ近
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所付き合いが始まり、r一どもの成艮に・喜・憂するご

く普通の生活が続いた　娘は2歳になっていた、「附

害」を治したい、と娘のもって生まれた右予をそのま

までは受け人れられなかった私の「lrl体満足信｛∫ll」が

実は最人の「障害」であったのかもしれない

3）四肢障害児をみる社会の目

　1975年に夫と設、ン：した「先天性四肢障㌃li：児父1：）：の

会」の活動も33年になる、発足当時はサリドマイド

剤によるサリドマイド薬害被害児については社会的関

心が高かったが、原因不明の先大性四肢障’」i二児につい

てはほとんど知られていなかった．ただ「奇形児」と

いう「操だけがあった．ベトナム戦争での枯葉剤散布

によるダイオキシン汚染との関辿もあって、環境汚染

の指標として「］二足に奇形をもった赤ちゃん」や餌付

けされたニホンザルの奇形発現率の高さが度々センセ

ー ショナルな形で報道されていたから、先ノミ性四肢障

川児はあたかも「環境汚染のサンフ．ル」のように人々

の意識の中に取り組まれていったとしても不思議では

ない．「ああいうf・どもが生まれたらどうしよう…」

という人々の漠然とした不安感と忌避感は悪意はなく

ともllJとして四肢障害児をト1：会から排除する力として

働いてしまう．私が娘の障害を知って強い衝撃を受け

たのも個人的な資質もあるだろうが、そうした社会的

感川と無関係ではなかったかもしれない．．そのような

意味で私は社会であり、1旧旧のllは私白身であったと

もいえる　人問のいのちを見つめるHのなんと貧しい

社会であったことか1阿川をもって生まれてくること

が不・旨なのではなく、障川児・者に対するマイナスイ

メージしか育っていない社会の中で生きるしかないこ

とが不・Fなのだ、，そうした白戒から父itの会述動を続

けてきたが、親たちを突き動かし、迎動を持続させて

きた原動力は障害児と呼ばれるf’どもたちの他やかな

［特集］　r一どものいのちが輝くとき

いのちの輝きであった。

4）子ども自身の「障害」への気づき

　r・どもたちはτ足の機能に多少の不具合が合っても

2～3歳頃までは何の不安もなく伸びやかに育つ．．自

分と周りの人間との違いにllがいった時に子どもたち

の「障割への気づきが始まる．r・ども日身によるい

のちのありようの発見だ　tt

　あんちゃんは小学校5年生になるfi1’愛い女のr・だ

が、生まれつきノ1千は肘先までの長さであり、指は1

本あるだけだ．あるH、絵本の中のヤギが2本指のよ

うに描いてあったのを見て母親にいう．「あんちゃん

は1本、ヤギさん2本、ママ5本、なんかママの多い

んじゃない？」と．、（川2）

　2歳児は人間もヤギも同じ目で捉え、その指の数を

数える．あっ、ママの指、多い！なんかママの多いん

じゃない？2歳のr一どもには「5イ好旨がIE常で、2本

指は～1ξ常」という固定観念はない．．見たまま、そのま

まを認識している．．．また、別のll、父母の会の行‘lrに

参加した帰り道、またもやあんちゃんは母親にいう、，

「あんは1本、あやちゃんは2本、なおちゃんはなかっ

た、、ねえ、ママ、みんなちがったね」と。単なる数へ

の興味だけではない、人川の身体への関心が子足や指

の数への敏感さとなって現れているところに四肢障祁

児の感性がある．それはやがて徐々に自分の身体が他

とは違うことへの気づきともなるが、2歳のr・どもの

「述いへの気づき」はまだ悲しみを伴わない。述いを

違いとして認識しているだけである、．「ほんとね、み

んなちがうね、．でもみんないい手よ」とお母さんは∫・

どもに語りかけたに述いない

　「みんな違っていいのだよ」という価値姐をおとな

がしっかり持ち、r一どもに伝えられる社会であればfit∫

の問題もないのだ．．
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